
2016 年 9 月 15 日発行　第 115 号

　

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
安
定
化
基
金
の
不
足
分
を
補
て
ん

　
本
年
度
予
算
第
２
次
補
正
案
を
決
定

８
月
24
日
、
政
府
は
「
１
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
」「
21
世
紀
型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
熊
本

地
震
の
復
旧
復
興
支
援
や
防
災
強
化
」
を
柱
と

す
る
２
０
１
６
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
（
総

額
３
兆
２
８
６
９
億
円
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

介
護
関
連
で
は
▽
介
護
職
員
と
保
育
士
へ
の
再

就
職
準
備
金
の
拡
充
▽
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
と

Ｉ
Ｃ
Т
有
効
活
用
の
モ
デ
ル
事
業
▽
介
護
職
員

１
万
円
相
当
引
き
上
げ
に
伴
う
財
政
安
定
化
基

金
の
不
足
分
補
て
ん
─
な
ど
。

◎
厚
労
省
は
31
兆
円
を
要
求

　
　

２
０
１
７
年
度
概
算
要
求

８
月
31
日
、
２
０
１
７
年
度
予
算
編
成
に
向

け
た
各
省
庁
の
概
算
要
求
が
出
揃
っ
た
。
一
般

会
計
の
要
求
総
額
は
１
０
１
兆
円
を
突
破
す
る

見
通
し
。
１
０
０
兆
円
台
突
破
は
３
年
連
続
。

う
ち
厚
生
労
働
省
の
要
求
額
は
31
・
１
兆
円
。

主
な
介
護
関
連
事
業
は
▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
２
・
９
兆
円
（
給
付
、
地
域
支
援
事
業
、

認
知
症
対
策
、
１
号
保
険
料
の
軽
減
強
化
、
介

護
職
員
の
賃
金
１
万
円
相
当
改
善
の
財
源
は
予

算
編
成
過
程
で
計
上
）
▽
保
険
者
機
能
の
強
化

（
見
え
る
化
、
ケ
ア
マ
ネ
手
法
の
標
準
化
な
ど
）

６
・
２
億
円
▽
生
産
性
の
向
上
（
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ｉ
Т
Ｃ
活
用
な
ど
）
５
・
４
億
円
▽
介
護

離
職
防
止
の
相
談
機
能
強
化
１
・
９
億
円
▽
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
介
護
分
）
の
実

施
（
別
枠
）
▽
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
推
進

９
０
億
円
▽
介
護
基
盤
の
整
備
（
介
護
施
設
の

整
備
、
防
災
、
虐
待
防
止
な
ど
）
４
６
４
億
円

─
な
ど
。

推
進
協 

経
営
実
態
調
査
報
告
会

推
進
協
は
８
月
23
日
、
A
P
品
川
で
平
成

28
年
度
経
営
実
態
調
査
報
告
会
を
開
催
し
、
25

施
設
33
名
が
参
加
し
た
。
今
調
査
は
推
進
協
が

独
自
に
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
調
査
で
あ

り
、
今
年
度
は
会
員
施
設
の
内
、
特
養
3
1
2

施
設
を
対
象
に
行
い
回
収
率
は
52
・
５
％
だ
っ

た
。主

な
調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
。

▽
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
支
差
額
率
は
４
・
２
％

で
昨
年
の
７
％
か
ら
大
幅
に
下
落
し
た
。
27
年

４
月
の
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
大
き
な
要

因
と
み
ら
れ
る
▽
平
均
要
介
護
度
は
３
・
78
▽

看
護
・
介
護
職
員
配
置
状
況
は
１
・
73
人
（
30

人
以
下
は
１
・
47
人
）
▽
居
住
費
は
２
３
７
０

円
、
食
費
は
１
４
８
１
円
▽
借
入
金
元
利
返

済
額
の
事
業
活
動
収
入
に
対
す
る
比
率
は
平
均

９
・５
％
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
は
約
３
割

の
施
設
が
赤
字
に
な
る
な
ど
厳
し
い
状
況
だ
っ

た
。こ

の
調
査
は
介
護
保
険
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
経
営
実
態
調
査
作
業
部
会
が
ま
と

め
、
主
査
で
あ
る
八
木
秀
富
氏
（
豊
中
福
祉
会
・

（１）
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◎
支
払
い
能
力

　
65
年
ぶ
り
と
な
る
社
会
福
祉
法
の
抜
本
改
正
に
社
会
福
祉
法
人
は
ど
う
立
ち
向
か
う

べ
き
か
─
。
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）

は
８
月
23
日
、
東
京
都
港
区
の
A
P
品
川
で
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
の
瀬
口
聡
総
務
係
長
か
ら
改
革
の

要
点
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
松
渓
会
の
武
居
敏
理
事

長
（
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
副
会
長
）
か
ら
対
応
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。
２
０
１
７
年
４
月
の
本
格
的
な
施
行
ま
で
半
年
足
ら
ず
。
推
進
協
と
全
会

員
は
難
関
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

改
正
社
福
法
の
正
し
い
理
解
と
対
応
を

来
年
４
月
施
行
を
前
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

求
め
ら
れ
る
「
財
政
規
律
の
強
化
」

○
…
「
そ
ろ
そ
ろ
会
計
監
査
人
の
候
補

者
を
選
び
、
予
備
調
査
に
入
っ
て
も
よ
さ
そ

う
な
時
期
だ
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
」

と
政
治
部
Ｏ
Ｂ
の
論
説
委
員
と
首
を
か
し
げ

た
。
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
っ
て
「
一
定
規

模
以
上
の
社
会
福
祉
法
人
」
は
２
０
１
７
年

度
か
ら
会
計
監
査
人
の
監
査
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
厚
生
労
働
省
が
「
一
定

規
模
以
上
」
に
つ
い
て
確
た
る
説
明
を
し
て

お
ら
ず
、
法
人
の
間
で
戸
惑
い
が
広
が
っ
て

い
る
。

○
…
厚
労
省
は
社
会
保
障
審
議
会
福
祉

部
会
に
「
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益 

10 

億
円
以

上
ま
た
は
負
債 

20
億
円
以
上
の
法
人
を
対

象
と
し
、
規
模
に
応
じ
て
段
階
的
に
義
務
化

し
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
が
、
介
護
施

設
団
体
な
ど
か
ら
「
収
益 

20 

億
円
以
上
が

妥
当
だ
」「
監
査
費
用
が
払
え
な
い
法
人
が

出
る
」な
ど
と
反
対
意
見
や
異
論
が
続
出
し
、

意
見
調
整
が
難
航
。
厚
労
省
と
し
て
は 

17 

年
４
月
施
行
に
間
に
合
わ
せ
る
に
は 

10 

月

中
に
は
政
令
を
出
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

○
…
「
厚
労
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
収
益 

10 

億
円
以
上
の
場
合
、
対
象
は
約
３
６
０

法
人
で
全
体
の
９・８
％
。
そ
れ
を 

20 

億
円

以
上
に
緩
め
た
ら
、大
半
が
対
象
外
と
な
り
、

義
務
付
け
の
意
味
が
な
く
な
る
」
と
社
会
部

編
集
委
員
は
憤
る
。
一
方
、「
介
護
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
や
人
件
費
増
加
な
ど
で
介
護

事
業
は
ど
こ
も
苦
し
く
、
公
認
会
計
士
や
監

査
法
人
へ
監
査
費
用
を
払
い
続
け
ら
れ
る
の

か
、
緊
急
調
査
す
べ
き
だ
」
と
経
済
部
Ｏ
Ｂ

の
論
説
委
員
が
法
人
に
同
情
し
た
。（
楢
）

理
事
長
）
が
次

の
よ
う
に
説

明
し
た
。

【
短
期
入
所

の
稼
働
率
が

影
響
】「
施
設

稼
働
率
を
み

る
と
短
期
入
所
の
稼
動
率
が
平
均
稼
働
率
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
小
規
模
施
設

は
、
稼
働
率
を
あ
げ
な
い
と
経
営
が
厳
し
く
、
介

護
・
看
護
職
員
の
配
置
人
数
も
多
く
な
る
傾
向
に

あ
る
」

【
食
費
の
施
設
負
担
】「
地
域
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
も
の
の
、
1
3
8
0
円
で
は
食
費
の
一

部
（
食
材
費
や
人
件
費
等
）
し
か
賄
え
な
ず
、
調

理
機
材
や
配
膳
設
備
な
ど
は
施
設
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

【
今
後
の
施
設
運
営
】「
収
支
指
標
か
ら
み
る
と

サ
ー
ビ
ス
増
減
差
額
率
の
各
施
設
間
の
差
は
、
定

員
一
人
あ
た
り
の
収
益
よ
り
も
費
用
の
要
因
に
左

右
さ
れ
る
の
で
、
人
件
費
率
と
サ
ー
ビ
ス
増
減
差

額
率
に
は
、
明
確
な
負
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
質

を
担
保
し
な
が
ら
人
件
費
を
い
か
に
抑
制
す
る
か

が
今
後
の
施
設
運
営
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
」

法
人
に
準
備
を
要
請　
厚
労
省
の
瀬
口
係
長 

厚
労
省
の

瀬
口
係
長
は
、

法
改
正
の
目

的
に
つ
い
て

「
公
益
性
・
非

営
利
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
制
度
を
見
直
し
、
説
明
責
任

と
地
域
貢
献
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
」
と
述
べ
、

改
正
の
大
枠
と
し
て
「
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
」「
財
務
規
律
の
強
化
」
な
ど
５
点
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
策
を
説
明
し
た
。 

①
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
→
評
議
会

を
必
置
と
し
、
理
事
・
理
事
長
の
牽
制
機
関
に

位
置
付
け
る
・
※
一
定
規
模
以
上
の
法
人
に
会

計
監
査
人
の
設
置
を
義
務
付
け
る
─
な
ど
。
※

８
月
31
日
現
在
、「
一
定
規
模
以
上
の
法
人
」

の
定
義
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。 

②
運
営
の
透
明
化
の
確
保
→
定
款
、
事
業
計

画
書
、
役
員
報
酬
基
準
を
新
た
に
閲
覧
の
対
象

と
す
る
・
役
員
区
分
ご
と
の
報
酬
総
額
を
閲
覧
・

公
表
の
対
象
と
す
る
─
な
ど
。 

③
財
務
規
律
の
強
化
→
適
正
か
つ
公
平
な
支

出
管
理
の
下
、
余
裕
財
産
を
明
確
に
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
再
投
下
を
行
う
─
な
ど
。 

④
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
責
務
→

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
上
の
支
援
が
必
要

な
者
を
対
象
と
す
る
無
料
ま
た
は
低
額
料
金
で

提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
付
け
る
。 

⑤
行
政
関
与
の
在
り
方
→
都
道
府
県
は
市
の

指
導
監
督
を
支
援
す
る
─
な
ど
。 

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

「
10
月
以
降
、
関
係
す
る
政
令
・
省
令
の
交
付

や
通
知
を
発
出
す
る
予
定
だ
。
来
年
４
月
の
施

行
を
前
に
、（
法
人
は
）
定
款
を
変
更
し
て
新

し
い
評
議
員
の
選
任
方
法
を
決
め
た
り
、
会
計

監
査
人
候
補
者
を
選
定
し
た
り
す
る
な
ど
準
備

を
進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
述
べ
た
。 

評
議
会　
心
配
は
不
要　
武
居
理
事
長 

社
会
保
障

審
議
会
福
祉
部

会
委
員
を
務
め

る
武
居
理
事
長

は
、
改
正
後
の

審
議
状
況
な
ど

を
説
明
し
た
あ
と
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
応

策
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。 

法
人
か
ら
疑
問
や
不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

評
議
員
（
会
）
と
理
事
長
・
理
事
会
と
の
関
係

に
つ
い
て 
「
改
正
に
よ
っ
て
評
議
会
は″
最
高
決

定
機
関
〟
と
し
て
理
事
や
監
事
、
会
計
監
査
人

の
選
任
・
解
任
の
ほ
か
、
定
款
変
更
な
ど
重
要

事
項
、
役
員
等
の
報
酬
基
準
の
決
定
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
が
、
立
案
や
議
案
は
理
事
会

で
決
め
、
理
事
長
が
提
案
す
る
。（
評
議
会
の

権
限
強
化
を
）
心
配
す
る
声
が
あ
る
が
、
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
て
お
け
ば
、
何
の
心
配
も
い

ら
な
い
」
と
し
た
。
ま
た
評
議
員
や
理
事
の
選

任
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は「
厚
労
省
の
資
料（
事

務
連
絡
）
を
よ
く
読
ん
で
対
応
す
る
こ
と
が
大

事
だ
」
と
指
摘
し
た
。 

ま
た
地
域
へ
の
社
会
福
祉
充
実
計
画
に
つ
い

て
「
余
裕
財
産
か
ら
控
除
対
象
財
産
を
引
い
た
も

の
が
社
会
福
祉
充
実
残
額
と
な
る
が
、
再
生
産
に

必
要
な
大
規
模
修
繕
費
を
ど
う
見
積
も
る
が
大
き

な
課
題
で
、
厚
労
省
が
実
態
を
調
査
し
、
12
月
中

に
も
通
知
が
出
る
見
通
し
だ
。
運
転
資
金
は
３
か

月
分
と
な
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。
質
疑
応
答
で
は

評
議
員
の
選
任
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

財務諸表

武居氏

瀬口氏八木氏

社会福祉法人制度改革セミナー

理事長公認会計士
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所
を
開
設
し
た
。

　
現
在
の
状
況
は
？

８
月
27
日
に
福
祉
避
難
所
が
閉
鎖
と
な
り
、

被
災
し
た
方
も
自
宅
や
家
族
の
元
へ
戻
っ
た

り
、
仮
設
住
宅
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
帰
ら
れ
た
方
が
多
い

の
で
、
そ
の
方
達
の
不
安
を
取
り
除
き
、
日
常

生
活
を
取
り
戻
す
に
は
ど
の
よ
う
に
支
援
を
し

た
ら
良
い
の
か
を
考
え
て
い
る
。

孤
立
し
な
い
よ
う
に
隣
近
所
が
顔
を
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
開
設
な
ど
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
の
課
題
は
？

復
興
再
生
で
す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
甚
大

な
被
害
が
出
て
お
り
、
元
に
も
ど
る
ま
で
に
は

相
当
時
間
が
か
か
る
。

避
難
所
か
ら
自
宅
に
帰
っ
た
方
が
元
気
な

状
態
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
福
祉
施

設
と
し
て
は
事
業
が
地
震
の
前
に
戻
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。
長
期
的
に

時
間
を
か
け
て
も
地
域
再
生
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
た
い
。

　
赤
枝
会
長
よ
り
会
員
の
皆
様
へ

こ
の
た
び
の
熊
本

地
震
に
よ
り
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
熊
本
地
震
義

援
金
募
集
を
実
施
し
、
２
４
３
万
９
８
８
７
円

の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に　
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
笠
原
支
部
長
に
地
震
発
生
時
の
状
況
か

ら
今
後
の
課
題
ま
で
聞
い
た
。

　
地
震
発
生
時
の
状
況
は
？

益
城
町
、
阿
蘇
な
ど
震
源
地
に
近
い
高
齢

者
施
設
は
多
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
会
員
施

設
は
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
多
く
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
日
常
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
厳

し
く
職
員
の
支
援
体
制
構
築
が
急
が
れ
た
。
職

員
も
被
災
し
て
お
り
、
介
護
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。

４
月
16
日
に
は
近
隣
地
域
の
見
回
り
を
実

施
し
、
道
に
座
り
こ
ん
で
い
た
高
齢
者
50
人
を

施
設
へ
と
案
内
し
た
。

高
齢
で
あ
っ
て
も
障
が
い
が
あ
っ
て
も
受

入
れ
の
準
備
は
出
来
て
い
た
が
、
同
性
介
助
が

出
来
な
い
事
は
了
承
し
て
も
ら
っ
た
。
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
方
は
病
院
な
ど
へ
連
絡
し
て
分

散
入
居
を
お
願
い
し
た
。

地
震
発
生
当
初
は
、
生
活
物
資
の
確
保
が

困
難
を
極
め
た
。
施
設
だ
け
で
な
く
地
域
の

方
々
に
配
る
水
、米
、ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ
ー
パ
ー
、

紙
オ
ム
ツ
な
ど
が
圧
倒
的
に
足
り
な
か
っ
た

が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
必
要
な
も
の
も
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

必
要
な
と
き
に
必
要
な
も
の
が
手
に
入
る

よ
う
な
体
制
作
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。
地
震

発
生
か
ら
約
半
月
後
の
5
月
1
日
に
福
祉
避
難

（２）

人
材
育
成
の
視
点
と
方
法

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

<

平
成
28
年
8
月
15
日
入
会>

支
部
名　
東
京
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

東
京
栄
和
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
平
方 

俊
雄

施
設
名　
な
ぎ
さ
和
楽
苑

施
設
代
表
者　
施
設
長　
平
方 

俊
雄

住
所   

〒
１
３
４
ー
０
０
８
８

　
東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
8
丁
目
１
ー
１

電
話　
０
３
（
３
６
７
5
）
１
２
０
１

前
編

小笠原支部長（右）に
目録を手渡す野邉福会長（左）

分
科
会
の
テ
ー
マ
決
ま
る

　
全
国
研
修
大
会
（
ｉ
ｎ
新
潟
２
０
１
６
）

　
　
第
１
分
科
会

【
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
】
27
年

度
介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
消
費
税
再
引
き

上
げ
先
送
り
等
の
社
会
環
境
の
変
化
は
施
設
経

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
28
年
社

会
福
祉
法
改
正
に
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
の

経
営
管
理
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

安
定
し
た
事
業
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
具
体

的
に
何
が
必
要
か
を
考 

え
る
。

　
　
第
２
分
科
会

【
個
別
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て
た
環
境
支
援
実

践
に
つ
い
て
】
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推

進
協
議
会
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ 

ー
ダ
ー
研
修
に
お
い

て
、
個
別
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て
た
環
境
支
援
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ケ
ア
の
現
場
に
お
け

る
環
境
設
定
に
つ
い
て
、
各
施
設
に
て
取
り
組

ん 

で
い
る
実
践
事
例
を
通
し
て
考
え
る
。

　
　
第
３
分
科
会

【
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
】
高
齢
者
人
口
の

急
増
と
と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
認
知
症
入
所
者
の
尊
厳
が
保
持
さ

れ
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
た
め
の
ケ
ア
に

つ
い
て
、
各
施
設
に
て
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ア

内
容
や
地
域
で
展
開
し
て
い
る
支
援
等
の
実
践

事
例
を
通
し
て
考
え
る
。

　
　
第
４
分
科
会

【
業
務
効
率
化
に
つ
い
て
】
人
材
（
財
）
不

足
や
腰
痛
予
防
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
、
職

員
に
関
す
る
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
職
場
環
境

の
改
善
や
業
務
効
率
化
と
し
て
、
I
C
T
や 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

各
施
設
に
て
取
り
く
ん
で
い
る
実
践
事
例
を
も

と
に
、
業
務
改
善
に
つ
い
て
考
え
る
。

第
２
期
リ
ー
ダ
ー
研
修　

沖
縄

推
進
協
は
、
8
月
31
日
か
ら
9
月
2
日
に

か
け
て
平
成
28
年
度
第
2
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
那
覇
市
の
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
24
名
が
受
講
し
た
。

講
義
し
た
の
は
、池
原
香
氏
（
の
ぞ
み
の
杜・

施
設
長
、
上
原
絹
代
氏
（
東
雲
の
丘
・
統
括
本

部
長
）、古
賀
誉
章
氏（
宇
都
宮
大
学・准
教
授
）、

前
黒
島
智
司
氏
（
東
雲
の
丘
・
介
護
サ
ポ
ー
ト

部
次
長
）
の
４
氏
。

池
原
氏
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
と
意

義
」、「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
具
体
的
方
法
」、「
情

報
の
活
用
と
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
及
び
指
導
等
」、

「
運
営
計
画
演
習
」
に
つ
い
て
講
義
し
「
自
律

支
援
が
で
き
て
い
る
施
設
は
、『
～
し
ま
し
ょ

う
』
で
は
な
く
『
～
し
ま
す
か
？
』
と
入
居
者

に
声
か
け
を
し
て
い
る
。
自
律
支
援
に
は
、
入

居
者
自
身
が
選
択
で
き
る
こ
と
が
必
要
。ま
た
、

入
居
者
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
ケ
ア
に
時
間

を
か
け
、
無
駄
な
業
務
は
省
い
て
生
産
性
を
上

げ
る
こ
と
も
大
切
」
と
語
っ
た
。

上
里
氏
は
「
認
知
症
の
理
解
と
権
利
擁
護
」

に
つ
い
て
講
義
し
、「
近
年
の
認
知
症
ケ
ア
の

基
礎
と
な
る
考
え
方
は
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー

ド
・
ケ
ア
。
入
居
者
の
人
生
を
介
護
職
が
勝
手

に
決
め
付
け
て
は
い
け
な
い
。
介
護
職
は
専
門

職
と
し
て
、
入
居
者
に
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を

送
っ
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
か
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

古
賀
氏
は
「
高
齢
者
の
生
活
と
そ
の
環
境
」

を
講
義
し
、「
職
員
一
丸
と
な
っ
て
入
居
者
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
環
境
が
良
い
か
、
話
し
合

い
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
重
要
。
施
設
に

戻
っ
て
も
環
境
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

前
黒
島
氏
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
の
過

程
」
に
つ
い
て
講
義
し
、「
リ
ー
ダ
ー
は
施
設

の
理
念
を
理
解
し
、
職
員
に
そ
れ
を
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
念
に
沿
っ
た
ケ
ア

を
具
体
的
に
職
員
に
見
せ
、
教
え
て
い
く
こ
と

が
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
の
１
つ
」
と
述
べ
た
。

個
別
ケ
ア
研
修
の
参
加
者
募
集

P
E
A
P
に
基
づ
く
個
別
ケ
ア
研
修

【
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

個
々
の
認
知
症
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
個
別
ケ

ア
は
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
お
よ
び
従
来
型

施
設
の
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
実
現
す
べ
き
目
標

で
す
。
認
知
症
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
ケ
ア
と
環

境
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
認
知
症
ケ
ア
環

境
指
針
P
E
A
P
」
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
い
て
、
施
設
の
環
境
と
ケ
ア
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
認
知
症
の
人
の
行
動
の
改
善
、
ケ
ア

の
質
向
上
や
さ
ら
に
は
介
護
負
担
の
軽
減
に
効

果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
施

設
管
理
者
お
よ
び
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
向
け
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
で
は
そ
の
一
部
を
採
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
個
別
ケ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

へ
と
展
開
を
図
り
、「
P
D
C
A
を
活
用
し
た

認
知
症
ケ
ア
環
境
指
針
P
E
A
P
に
基
づ
く

個
別
ケ
ア
研
修
」
を
2
0
1
6
年
よ
り
各
地

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

 　
【
研
修
の
内
容
】

事
前
課
題
（
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
と
自
施
設

の
環
境
評
価
）
→
研
修
①
講
義
と
演
習
（
個
別

ケ
ア
実
現
へ
の
環
境
支
援
の
理
論
と
手
法
）
→

自
施
設
で
の
実
践
（
約
3
か
月
）
→
研
修
②
各

自
の
環
境
支
援
実
践
事
例
の
検
討
と
い
う
流

れ
で
研
修
を
行
い
ま
す
（
研
修
参
加
は
合
計
2

熊
本
支
部
に
義
援
金
２
４
４
万
円

熊
本
地
震　
復
興
に
相
当
な
時
間
も

小
笠
原
支
部
長　
地
域
再
生
誓
う

　

推
進
協
は
４
月
18
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
期
間
、
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
募

集
活
動
を
行
い
、
多
く
の
会
員
の
協
力
を
得
て
総
額
２
４
３
万
９
９
８
７
円
の
募

金
が
集
ま
っ
た
。
８
月
19
日
に
野
邊
正
凉
副
会
長
（
黒
潮
会
・
理
事
長
）
が
熊
本

支
部
の
小
笠
原
嘉
祐
支
部
長
（
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
・
理
事
長
）
を
訪
問
し
、

第
1
回
緊
急
支
援
物
資
43
万
４
１
５
０
円
を
除
い
た
金
額
２
０
０
万
５
７
３
７
円

の
義
援
金
の
目
録
を
渡
し
た
。
義
援
金
は
熊
本
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
の
復
興
に

役
立
て
ら
れ
る
。
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古賀氏（左上）、池原氏（右上）
前黒島氏（左下）、上里氏（右下）

日
間
）。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
６
ス
テ
ッ
プ
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
か
ら
構
成
さ
れ
、
豊
富
な

ツ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
施
設
で

ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
取
り
組
み
や
す
い
内
容
で

す
。

　
【
利
用
者
効
果
と
サ
ー
ビ
ス
効
果
】

2
0
1
5
年
度
に
行
わ
れ
た
試
行
研
修
で
は
、

落
ち
着
く
・
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
・
明
る
く
元

気
に
な
る
等
の
大
き
な
効
果
が
認
知
症
の
人
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
職
員
と
職
員
チ
ー
ム

が
と
も
に
、
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
理
論
的
な
実
践
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
の
向
上
に
な
り
、
職
員
へ
の
研
修
効
果
も
高

い
と
い
え
ま
す
。
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
の
特
性
を
、
フ
ル
に
引
き
出
す
の

に
大
変
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
【
今
後
の
研
修
予
定
】

2
0
1
6
年
度
は
東
京
、
大
阪
、
静
岡
と
終
了

し
て
、
１
月
に
愛
知
、
福
岡
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
11
月
の
全
国
研
修
大
会
（
新
潟
）
で
も
、
事

例
報
告
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先
：
推
進
協
事
務
局

参
考
：
P
E
A
P
に
も
と
づ
く
認
知
症
ケ
ア
の

た
め
の
施
設
環
境
づ
く
り
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
中

央
法
規
）

http://w
w

w.kankyozukuri.com
/

（
児
玉
桂
子
：
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
・

                   

ケ
ア
と
環
境
研
究
会
代
表
）
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【
地
域
紹
介
】

ジ
ョ
イ
フ
ル
名
駅
は
平
成
25
年

６
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
名
古

屋
駅
か
ら
徒
歩
10
分
と
い
う
立
地

に
恵
ま
れ
、
面
会
に
来
て
い
た
だ

き
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
近
隣
に
は
百
貨
店
や
公
園
な
ど

環
境
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
ご
家

族
が
面
会
の
際
に
利
用
者
様
と
散

歩
や
お
買
い
物
に
行
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

【
よ
り
活
気
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
】

利
用
者
様
に
、
よ
り
活
気
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、水
分
摂
取
量
、

食
事
摂
取
量
、
活
動
量
に
対
し
て

目
標
値
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
と

継
続
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
水
分

１
５
０
０
ｃ
ｃ
／
日
、
摂
取
カ
ロ

リ
ー
１
５
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
日
、

目
標
値
を
設
定
し
て
の
機
能
訓
練

メ
ニ
ュ
ー
の
実
行
と
、
各
項
目
の

目
標
を
数
値
化
し
、
そ
の
達
成
状

況
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

取
り
組
み
実
施
後
の
効
果
と

し
ま
し
て
、
利
用
者
様
の
身
体
状

況
の
向
上
、
介
助
量
の
減
少
、
利

用
者
様
の
自
発
性
の
向
上
に
繋
が

り
、
利
用
者
様
及
び
ご
家
族
様
の

笑
顔
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
職
員
に
と
っ
て
も
、

取
り
組
み
の
効
果
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
自
信
と
な
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

【
利
用
者
様
の
希
望
を
叶
え
る

外
出
企
画
】

「
た
ま
に
は
外
で
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
た
い
」「
介
護
が
必
要

と
な
り
一
緒
に
外
出
す
る
機
会
が

な
く
な
っ
た
」
等
、
利
用
者
様
や

ご
家
族
か
ら
外
出
に
関
し
て
の

様
々
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
普
段

な
か
な
か
行
け
な
い
よ
う
な
場
所

へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と

な
る
よ
う
に
、
利
用
者
様
の
誕
生

日
に
個
別
で
の
外
出
企
画
を
計
画

し
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
き
先
は
利
用
者
様
自
身
や
そ

の
ご
家
族
の
希
望
も
踏
ま
え
な
が

ら
調
整
す
る
と
共
に
、
ご
家
族
に

も
ご
一
緒
い
た
だ
き
、
利
用
者
様

自
身
と
共
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。
施
設
職
員
付
き
添
い

の
下
、
家
族
で
の
外
出
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
、「
思
い
出
に
残
る
誕

生
日
と
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た

お
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
職
員
が
勤
め
や
す
い
環
境
作
り
】

　
抱
え
な
い
介
護
の
実
践

当
法
人
の
取
り
組
み
の
中
に
、

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
い
た
介
護
技
術
の
実
践
が
あ

り
ま
す
。
全
国
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
推
進
協
会
の
研
修
を
修
了
し
た

者
か
ら
の
伝
達
講
習
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を

通
し
、
介
護
職
員
の
技
術
向
上
及

び
福
祉
機
器
の
積
極
的
な
使
用
を

勧
め
、
利
用
者
様
を
直
接
抱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
用

者
様
、
職
員
相
互
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務
記
録
に
ス
マ
ホ
を
活
用

ま
た
、
業
務
上
各
種
記
録
の
管

理
が
必
要
と
な
る
中
、
そ
の
入
力

と
適
正
な
管
理
を
効
率
よ
く
行
う

こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
ポ

イ
ン
ト
ケ
ア
と
い
う
介
護
サ
ー
ビ

ス
記
録
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
記
録
入
力
端
末

を
刷
新
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
タ

イ
プ
の
も
の
へ
と
移
行
し
ま
し

た
。
通
信
速
度
や
操
作
性
の
向
上

に
よ
り
記
録
入
力
業
務
の
所
要
時

間
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

【
原
浩
輔
施
設
長
か
ら
】

当
施
設
は
、
特
養
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
・
老
健
・
デ
イ
ケ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
・
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
・
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
が
併
設
さ
れ
た
複
合
型
施
設

で
あ
り
、
自
立
か
ら
要
介
護
ま
で

を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
利
用
者
様
が
快
適
か
つ
活
動

的
に
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

施設全景

（3）
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現
在
、
わ
た
し
た
ち
の
介
護
現
場
に
お
い

て
、
人
材
不
足
は
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
介
護
の
質
を
求
め

ら
れ
る
現
状
に
お
い
て
は
職
員
ひ
と
り
一
人
の

質
を
高
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。「
介
護
の
質
」
＝
「
職
員
の
質
」
と
も

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
現
存
の
職
員
の
教
育
（
人
材
育
成
）
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
現
場
で
の
人
材
育
成
の
目
的
は
、
介
護

従
業
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
、
利
用
者
の
尊

厳
を
基
本
と
し
た
理
念
の
実
践
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
理
念
の
実
践
（
理
念
の
具
現
化
）
は

継
続
的
・
計
画
的
に
教
育
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
培
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
の
満

足
で
き
る
接
遇
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

人
を
育
て
る
た
め
の
教
育
と
指
導
に
は
①
自

己
啓
発
…
自
身
の
勉
強
を
自
主
的
・
自
立
的
に

進
め
る
方
法
②
集
合
教
育
（
施
設
外
教
育
）
…

職
場
ま
た
は
仕
事
を
離
れ
、
一
同
に
集
ま
っ
て

の
学
習
方
法
③
職
場
教
育
（
施
設
内
教
育
）
…

仕
事
（
職
場
体
験
）
を
通
じ
て
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
で
は
、″
な
ぜ
〟
人
材
育
成
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？
。
そ
れ
は
、
ひ
と
り
一
人
の

「
教
育
背
景
の
違
い
」、「
知
識
・
技
術
・
経
験

の
違
い
」、「
質
を
求
め
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
」、「
社

会
の
変
化
（
情
報
化
）」
な
ど
が
あ
る
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
皆
様
の
職
場
は

如
何
で
し
ょ
う
か
…
？

人
材
育
成
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
個
々
の

職
員
の
何
を
育
成
す
る
の
か
、
育
成
の
ポ
イ
ン

ト
を
絞
り
込
ん
で
育
成
す
る
方
が
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
職
員
の
成
熟
度
に
応
じ
た
教

育
の
実
践
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
新
人
職
員
や
成
熟
度
の
低
い
職

員
に
は
「
何
を
や
る
か
」
を
指
示
す
る
だ
け
で

良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
次
の
段
階
で
は
協

同
的
関
わ
り
で
教
え
て
い
く
。
一
緒
に
「
や
っ

て
み
せ
る
」
方
法
、
さ
ら
に
成
熟
度
が
ま
し
て

き
た
ら
、
指
示
よ
り
自
分
で
発
案
さ
せ
、
自
分

の
仕
事
の
や
り
方
を
考
え
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見 

施
設
長 

秋
津
克
巳
）

人
材
育
成
の
視
点
と
方
法

「はまゆう」は鳥取市内にある特養です。
8 月 10 日、同法人が運営する「のでらはまゆう」の共生ホー

ム（地域交流スペース）で、夏休みを利用した「ふれあい学習
会」を開催しました。地域の小学生 16 名が集まり、元教員の入
居者様・地域の方が先生役となり夏休みの宿題をしました。昼
食は、皆で一緒にクッキング！そしてなんといってもそうめん
流し。そうめん以外にいろいろなものが流れてくる光景に子供
たちは大歓声でした。午後は、施設職員とゲームを楽しんだ後
スイカ割りをして楽しいひと時を過ごしました。

美浜しょうじゅタウン（千葉市美浜区幸町）の地域交流スペー
スでは、毎月第３火曜日に地域交流や高齢者の健康維持を目的
とした理学療法士による『いきいきサロン健康体操教室』を開
催しています。

生活リハビリを意識した体操や音頭やカラオケのメロディに
あわせて実施する体操、脳トレなどの認知症予防など、毎回テー
マを変えて、様々なリハビリ要素を取り入れ、地域の高齢者に
より元気になっていただくよう工夫しています。おかげさまで
大変好評をいただいており、定員３０名のところ抽選になる月
もあります。

社会福祉法人 兼愛会
特養・しょうじゅ美浜（千葉）

施設長：北原 由美

社会福祉法人 賛幸会
特養・はまゆう（鳥取）

施設長：北脇 敏行

地域の
小学生

と

夏休み
を利用

した

ふれあい学習会 地域の
高齢者

の

健康維
持を支

援 !!

『いき
いきサ

ロン

健康体
操教室

』

スマートフォン端末で
記録もスムーズ原施設長

立位保持訓練で
下肢筋力の低下を予防

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
ん
だ
育
成
と

前
編

成
熟
度
に
応
じ
た
教
育
の
実
践
を

タオルを使って
ストレッチ体操

入居者様や地域の方が
先生役で夏休みの宿題を応援

もっと前だよ！
頑張って

みんなで楽しくクッキング

流しそうめん
上手くすくえるかな？

花笠音頭に合わせて
『どっこいしょっ♪』

カラダの仕組みを学び
運動に活かします

地域包括ケアシステムの構築を推進する観点から、特養もその有する資源やノウハウを最大限
に活用し、「地域の拠点」として、高齢者の支援ならびに地域の活性化に取り組まなければなら
ない時代です。当施設も地域包括ケアの一端として、高齢者がより豊かに暮らせる「まちづくり」
にこれからもさらに貢献していきます。（統括リハビリテーション担当：鳥澤清人）

※この教室は、社会福祉協議会幸町 2 丁目地区部会から依頼を受け実施しています。

デイケアでは
レッドコードを導入

久し振りのプロ野球生観戦

　当法人では、日頃より地域の老人会を招いて施設の足湯を楽しんだり、オレンジカフェ
に集ったり、野菜市を開催するなど広く住民の方にも足を運んで頂ける取り組みを行ってい
ます。今回の夏休み企画は初めてでしたが、大好評につき来年もぜひ企画をしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域支援部：西浦智美）
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厚
生
労
働
省
や
介
護
関
係
団
体
な
ど
の
動
向
を

ま
と
め
ま
し
た
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
控
除
財
産
の
算
定
案
を
了
承（
８
月
２
日
）

　
　
　
改
正
社
福
法
施
行
で
福
祉
部
会

改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行
を
控
え
、
厚
労
省
が

示
し
た
社
会
福
祉
法
人
の
「
控
除
対
象
財
産
」
の

算
定
案
を
了
承
し
た
。
控
除
対
象
財
産
は
①
社
福

法
に
基
づ
い
て
活
用
し
て
い
る
不
動
産
な
ど
（
土

地
、建
物
、送
迎
車
、事
務
機
器
、使
途
が
決
ま
っ

て
い
る
寄
付
金
な
ど
）
②
固
定
資
産
税
の
再
取
得

に
必
要
な
財
産
（
建
て
替
え
、
大
規
模
修
繕
、
設

備
・
車
両
の
更
新
な
ど
に
必
要
な
費
用
）
③
必
要

な
運
転
資
金
（
年
間
事
業
活
動
支
出
の
１
か
月
分

と
事
業
未
収
入
金
相
当
額
の
合
計
額=

実
質
的

に
は
３
か
月
分
）
の
合
計
額
と
す
る
。
遊
休
不
動

産
、
現
金
預
金
・
有
価
証
券
、
人
件
費
積
立
金
・

修
繕
積
立
金
な
ど
の
積
立
資
産
、
美
術
品
な
ど
は

対
象
外
と
す
る
。

■
社
会
保
障
給
付
費 

過
去
最
高
（
８
月
５
日
）

　
　
　
介
護
は
９
兆
２
０
０
０
億
円

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る

と
、
２
０
１
４
年
度
の
社
会
保
障
給
付
費
は
総
額

１
１
２
兆
１
０
２
０
億
円（
１・３
％
増
）と
な
っ

た
。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
前
年
度
よ
り
０・
０
５
㌽
低

下
し
た
。
部
門
別
で
は
、
年
金
54
億
３
４
２
９
億

円
（
０・
５
％
減
）、
医
療
36
兆
３
３
５
７
億
円

（
２
％
増
）、介
護
９
兆
１
８
９
６
億
円
（
４・６
％

増
）
で
、
介
護
が
最
も
増
え
た
。

■
社
福
士
試
験
を
公
告
（
８
月
５
日
）

試
験
期
日
は
平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）。
合

格
発
表
は
同
年
３
月
15
日
（
水
）。
受
験
書
類
の

受
付
期
間
は
今
年
９
月
８
日
（
木
）
か
ら
同
年
10

月
７
日
（
金
）
ま
で
※
当
日
消
印
有
効
。
照
会
先

は
公
益
財
団
法
人
社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン

タ
ー
。

■
離
職
率
16・５
％
で
変
わ
ら
ず（
８
月
５
日
）

　
　
　
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
調
査

２
０
１
５
年
度
の
「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に

よ
る
と
、
介
護
職
員
の
離
職
率
は
前
年
度
と
同
じ

16
・
５
％
、
採
用
率
は
20
・
３
％
で
０・
３
㌽
低

下
し
た
。
離
職
理
由
は
「
職
場
の
人
間
関
係
に
問

題
」
が
ト
ッ
プ
。
以
下
、「
法
人
や
事
業
所
の
運

営
の
あ
り
方
に
不
満
」「
収
入
が
少
な
い
」
の
順
。

事
業
所
の
61・3
％
が
「
介
護
職
員
が
足
り
な
い
」

と
答
え
、
前
年
度
よ
り
２
㌽
増
え
た
。
問
題
点
で

は
「
今
の
介
護
報
酬
で
は
人
材
確
保
・
定
着
の
た

め
に
十
分
な
十
分
な
賃
金
を
払
え
な
い
」
が
53
・

6
％
で
最
も
多
か
っ
た
。

■
複
数
事
業
の
方
が
安
定
（
８
月
８
日
）

　
　
　
Ｗ
Ａ
М
の
社
福
法
人
調
査

福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
М
）
の
社
会
福
祉
法
人

調
査
に
よ
る
と
、「
老
人
福
祉
」「
児
童
」「
障
害
」

を
単
独
で
事
業
し
て
い
る
法
人
よ
り
、
複
数
の
事

業
を
展
開
し
て
い
る
法
人
の
方
が
経
営
や
人
材
確

保
の
面
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

■
検
討
チ
ー
ム
が
初
会
合
（
８
月
10
日
）

　
　
　
相
模
原
殺
傷
事
件　
再
発
防
止

神
奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設
で
入
所
者

ら
19
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
厚
労
省
の
再
発

防
止
検
討
チ
ー
ム
が
初
会
合（
非
公
開
）を
開
き
、

防
犯
対
策
の
見
直
し
や
措
置
入
院
の
在
り
方
を
協

議
し
た
。
年
内
に
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
方
針
。

■
負
担
引
き
上
げ
に
賛
否
（
８
月
19
日
）

　
　
　
結
論
先
送
り　
介
護
保
険
部
会

第
61
回
介
護
保
険
部
会
で
、
厚
労
省
は
「
利
用

者
負
担
」（
利
用
者
負
担
割
合
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
、
補
足
給
付
）
と
「
費
用
負
担
」（
介
護

納
付
金
、
調
整
交
付
金
）
の
論
点
を
示
し
た
が
、

い
ず
れ
も
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
、
結

論
は
先
送
り
さ
れ
た
。
論
点
の
要
点
は
以
下
の
通

り
。「
」
は
意
見
。

◇
利
用
者
負
担

【
利
用
者
負
担
割
合
】
昨
年
８
月
か
ら
一
定
以
上

所
得
者
に
２
割
負
担
を
導
入
し
た
が
、（
今
後
、）

ど
う
考
え
る
か
。「
医
療
と
の
整
合
性
が
必
要
」「
応

能
負
担
で
よ
い
」
な
ど
。

【
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
】
サ
ー
ビ
ス
限
度
額
を

医
療
保
険
と
介
護
保
険
で
比
べ
る
と
、医
療
の「
現

役
並
み
所
得
者
」
は
４
万
４
０
０
０
円
で
、
介
護

の
「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
同
額
だ
が
、
介
護
の

「
課
税
世
帯
」
は
３
万
７
２
０
０
円
と
低
い
。「
医

療
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
べ
き
」「
医
療
と
介

護
の
ト
ー
タ
ル
で
限
度
額
を
設
定
す
べ
き
」な
ど
。

【
補
足
給
付
】
不
動
産
の
勘
案
に
つ
い
て
は
、
預

貯
金
を
持
つ
人
と
の
公
平
性
、
地
域
的
な
格
差
、

金
融
機
関
の
参
入
困
難
性
、
認
知
症
高
齢
者
の
対

応
─
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。「
相
続
が
絡
む
な
ど
現
場
事
務
の
負
担
が

大
き
い
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
で
対
応
策
を
再

検
討
し
た
ら
ど
う
か
」「
保
険
給
付
で
は
な
く
予

算
で
交
付
す
べ
き
」
な
ど
。

◇
費
用
負
担

【
介
護
納
付
金
】
医
療
保
険
で
は
29
年
度
か
ら
第

２
号
保
険
料
に
（
賞
与
を
含
む
）
総
報
酬
割
が
全

面
導
入
さ
れ
る
が
、
介
護
離
職
の
防
止
の
た
め
に

も
、
介
護
保
険
に
も
総
報
酬
割
を
導
入
し
た
ら
ど

う
か
。
厚
労
省
の
試
算
で
は
、
健
保
と
協
会
け

ん
ぽ
の
負
担
割
合
が
と
も
に
１
・
54
％
と
な
っ

て
平
準
化
さ
れ
る
が
、
月
額
保
険
料
は
、
共
済

１
９
７
２
円
の
負
担
増
、
健
保
７
２
７
円
の
負
担

増
、
協
会
け
ん
ぽ
２
４
１
円
軽
減
と
な
る
。「
現

役
、
企
業
の
負
担
が
増
え
、
国
の
政
策
と
矛
盾
す

る
」「
国
庫
負
担
を
健
保
組
合
に
肩
代
わ
り
さ
せ

る
の
が
目
的
で
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
労

働
・
経
営
団
体
の
委
員
か
ら
強
い
反
対
意
見
が
出

た
。

【
調
整
交
付
金
】
現
行
の
年
齢
調
整
（
75
歳
以
上

と
未
満
の
２
区
分
）
の
ま
ま
で
は
（
75
歳
以
上
が

増
え
る
た
め
）
財
政
調
整
の
機
能
が
縮
小
す
る
見

込
み
。
①
65
～
74
歳
②
75
～
84
歳
③
85
歳
以
上
─

の
３
区
分
の
細
分
化
し
、
激
変
緩
和
を
設
け
て
は

ど
う
か
。「
25
％
を
配
分
し
て
か
ら
調
整
し
た
ら

ど
う
か
」
な
ど
。

■
利
用
者
６
０
０
万
人
突
破
（
８
月
31
日
）

　
　
　
介
護
給
付
費
等
実
態
調
査

厚
労
省
の
「
２
０
１
５
年
度
介
護
給
付
費
等
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
６
０
５
万
１
１
０
０
人
で
初
め
て
６
０
０
万

人
台
を
超
え
た
。
前
年
度
比
２・
９
％
増
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
１
人
当
た
り
の
費
用
額
（
15
年

４
月
審
査
分
）
は
19
万
９
０
０
円
で
前
年
同
月

比
４
０
０
円
減
。
特
養
は
27
万
３
１
０
０
円
で

７
６
０
０
円
減
。
特
養
で
は
91
・
４
％
が
要
介
護

３
以
上
を
占
め
た
（
単
位
換
算
）。

■
被
保
険
者
の
拡
大 

見
送
り
へ(

８
月
31
日)

　
　
　
慎
重
論
続
出　
介
護
保
険
部
会

第
62
回
介
護
保
険
部
会
で
厚
労
省
は
①
被
保
険

者
の
範
囲
見
直
し
②
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
見
直
し
③
現
金
給
付
の
３
つ
の
論
点
を
示

し
た
。
委
員
か
ら
「
被
保
険
者
の
年
齢
引
き
下
げ

は
国
民
的
な
議
論
が
必
要
だ
」
な
ど
と
慎
重
意
見

が
続
出
。
ド
イ
ツ
が
目
指
す
現
金
給
付
に
も
慎
重

論
が
目
立
っ
た
。

【
被
保
険
者
の
範
囲
】
将
来
を
見
込
み
、
被
保
険

者
の
年
齢
を
引
き
下
げ
て
介
護
保
険
の
普
遍
化
を

目
指
す
べ
き
か
─
な
ど
。
委
員
の
意
見
→
「
サ
ー

ビ
ス
の
重
点
化
が
先
だ
」「
特
定
疾
患(

16
疾
患)

を
見
直
す
べ
き
だ
」「
現
役
の
負
担
増
と
な
り
、

部
会
の
審
議
で
は
な
く
、
国
民
的
な
議
論
が
必
要

だ
」
な
ど
。

【
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
見
直
し
】

①
通
所
リ
ハ
と
デ
イ
ケ
ア
の
役
割
分
担
②
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス(

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
な
ど)

の
利
用
増
、保
険
外
サ
ー
ビ
ス(

配

食
な
ど)

の
一
体
的
な
提
供
を
ど
う
考
え
る
か
③

特
養
の
役
割
と
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
選
ぶ
際
の
環

境
整
備
を
ど
う
考
え
る
か
④
高
齢
の
障
が
い
者
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
ど
う
考
え
る
か
ー
な

ど
。

【
現
金
給
付
】ド
イ
ツ
が「
介
護
手
当
」の
支
給(

現

金
給
付)

を
制
度
化
す
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

「
制
度
が
異
な
る
」
な
ど
反
対
多
数
。

（４）

◎
無
断
欠
勤
が
続
く
職
員

　
　
　
　
　
　

解
雇
し
た
い
が･･･

８
月
１
日
～
８
月
31
日

改
正
社
福
法
の
正
し
い
理
解
と
対
応
を

【
用
語
解
説
】

レ
ッ
ド
コ
ー
ド

P
E
A
P
（
ピ
ー
プ
）
日
本
版

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア

運
動
器
系
疾
患
、
神
経
系
疾
患
に

対
す
る
治
療
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
、 

ス

ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
可
能
に
す
る
機
器
の
名
称
、
治

療
法
の
こ
と
。
詳
細
はhttp://w

w
w

.
redcord-japan.com

/

で
。

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
臨
床
心
理
士
、

故
ト
ム
・
キ
ッ
ト
ウ
ッ
ド
氏
が
提
唱
し

た
認
知
症
介
護
の
理
念
。
認
知
症
患
者

の
個
性
や
人
生
、
尊
厳
と
し
っ
か
り
向

き
合
う
こ
と
で
、″
そ
の
人
を
中
心
と

し
た
最
善
の
ケ
ア
〟
を
目
指
す
。

認
知
症
に
ふ
さ
わ
し
い
ケ
ア
と
環

境
に
関
す
る
8
次
元
（
見
当
識
・
自

己
選
択
・
生
活
の
継
続
性
等
へ
の
支

援
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

のProfessional Environm
ental 

Assessm
ent Protocol

を
も
と
に
、

日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
て
改
定
さ
れ

た
。

今
後
の
予
定

□
第
２
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
（
福
岡
）

　
10
月
26
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル

□
第
10
回
全
国
研
修
大
会
i
n
新
潟

　
11
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

　
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

□
第
３
期
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
東
京
：
１
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

　
福
岡
：
１
月
18
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

　
名
古
屋
：
１
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）

□
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
（
東
京
）

　
２
月
15
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

特
養
に
お
け
る
個
別
機
能
訓
練
加
算
の
算
定

要
件
は
、『
常
勤
・
専
従
の
理
学
療
法
士
等
を

１
名
以
上
配
置
し
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

た
施
設
に
お
い
て
、
利
用
者
ご
と
に
個
別
機
能

訓
練
計
画
を
作
成
し
、
計

画
的
に
機
能
訓
練
を
行
っ

て
い
る
場
合
』
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
同
計
画
書
は

多
職
種
共
同
で
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま

す
が
、〝
生
活
リ
ハ
ビ
リ
〟
と
い
う
概
念
で
捉

え
る
な
ら
ば
、
多
職
種
連
携
で
つ
く
ら
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
計
画
書
に
沿
っ
て
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
が
歩
行
や
排
泄
の
支
援
を
す
る

際
、
入
居
者
の
身
体
機
能
を
引
き
出
す
よ
う
な

支
援
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
十
分
リ
ハ
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
特
養
に
お

【
第
６
回
】
個
別
機
能
訓
練
体
制
に
つ
い
て

特
養
の
リ
ハ
ビ
リ
は
誰
の
仕
事
？

け
る
リ
ハ
は
機
能
訓
練
指
導
員
が
業
務
独
占
す

る
も
の
で
は
な
く
、
ス
キ
ル
を
も
っ
て
対
応
す

れ
ば
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
も
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
と
い
え
ま
す
。

特
養
で
は
『
リ
ハ
＝
生
活
』
と
い
う
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、『
リ
ハ
＝
機
能
訓

練
』
と
い
う
よ
う
な
、
病
気
を
治
す
た
め
に
頑

張
る
も
の
と
し
て
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
も
依
然

と
し
て
多
い
と
感
じ
ま
す
。
お
食
事
や
お
薬
と

同
じ
で
、
入
居
者
が
充
実
し
た
暮
ら
し
を
送
る

た
め
に
リ
ハ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
入
居
者

の
特
長
を
捉
え
根
拠
の
あ
る
ケ
ア
を
導
入
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
居
室
の
環
境
設
定
、

福
祉
用
具
の
活
用
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
も
リ
ハ
の
一
環
で
あ
り
、
徹
底
す

れ
ば
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

機
能
訓
練
に
終
止
せ
ず
、
A
D
L
や
Q
O
L

が
向
上
す
る
ケ
ア
を
心
が
け
る
こ
と
で
入
居
者

が
元
気
に
な
り
、
施
設
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
な
体
制
が
で
き
あ
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

 （
社
会
福
祉
法
人　

兼
愛
会

   

統
括
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
担
当　

鳥
澤
清
人
）  

第 2 回ユニットケア施設管理者研修（10/26 ～ 28 福岡）
第 3 期ユニットリーダー研修

（1/10 ～ 12 東京・1/18 ～ 20 福岡・1/25 ～ 27 名古屋）

お申込みは Web で

suishinkyo.net

【
今
月
の
相
談
内
容
】

常
勤
契
約
職
員
と
し
て
あ
ら
た
に
採
用
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
勤
務
3
日
目
の
朝
、
電
話

が
は
い
り
「
体
調
が
良
く
な
い
の
で
、
今
日
は

休
み
ま
す
」
と
連
絡
が
入
っ
た
ま
ま
、
無
断
欠

勤
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士
と

し
て
雇
用
し
た
の
で
す
が
、
介
護
福
祉
士
の
有

資
格
者
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
理
由
に
解
雇
等
を
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、

本
人
に
連
絡
し
た
り
、
自
宅
を
訪
問
し
て
も
、

応
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

昨
今
、
都
道
府
県
労
働
局
を
窓
口
と
す
る
助

成
金
を
受
給
し
て
い
る
法
人
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
解
雇
し
た
場
合
、
こ
の
助
成
金
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
解
雇
等
を
お
こ
な
う
こ
と

よ
り
も
、
本
人
の
事
由
に
よ
る
合
意
退
職
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
労
働
局
に
寄
せ
ら
れ
る

「
あ
っ
せ
ん
」
の
内
容
は
、「
い
じ
め
、
解
雇
」

そ
し
て
「
任
意
退
職
」
と
な
っ
て
お
り
、
任
意

で
の
退
職
に
お
い
て
も
紛
争
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
雇
用
契
約
の
違
反

行
動
に
該
当
す
る
事
例
の
労
働
者
も
、
今
後
、

保
護
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
対

応
方
法
は
、
当
該
労
働
者
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

る
こ
と
に
努
め
、
今
後
に
つ
い
て
、
と
こ
と
ん

協
議
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

経
歴
詐
称
等
に
つ
い
て
は
、
就
業
開
始
前

に
資
格
登
録
証
等
を
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
介
護
現
場
が
人
員
不
足
等

の
理
由
に
よ
り
、
就
業
開
始
を
急
い
で
い
た
と

し
て
も
、
就
業
開
始
前
の
手
続
き
や
確
認
は
確

実
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
以

外
に
も
、
雇
用
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
は
、

特
約
事
項
も
含
め
就
業
開
始
前
に
、
雇
用
契
約

の
内
容
と
し
て
、
労
使
が
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
懲
戒
解
雇
通

知
」「
就
業
開
始
前
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

サ
ン
プ
ル
を
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
） 

ズ
バ
リ
回
答
！ 

人
事
・
労
務
の
お
悩
み


